













































































　　９） 度量衡は原則として SI 単位（国際単位系）とする。
　　10)  略字については、広く慣用されているものとする。その他の記号あるいは略字については、論文中に初
めて使用するとき、その語の次に括弧で括って明示する。








 　　　　Henry, W.L.; Clark, C.E.; Kato, Y.
 雑誌などの略語は、雑誌所定のものがあればこれを用いる。
 記載方法は科学技術情報流通技術基準（SIST02）に準じる。










 　著者名. 論文名. 誌名. 出版年, 巻数, 号数, はじめのページ-おわりのページ. 入手先，(入手日付)．
 図書１冊
 　著者名．書名．版表示，出版者，出版年，総ページ数.
 図書の１章又は一部
 　著者名．“章の見出し”．書名．編者名．版表示，出版者，出版年，はじめのページ－おわりのページ.
 　※翻訳者名は、書名の後に 役割表示「訳」、「trans.」等を付けて記述する。
 　副書名は、書名：副書名のように記述する。
 ウェブサイト、ウェブページ、ブログ
 　著者名．“ウェブページの題名”．ウェブサイトの名称．入手先，(入手日付)．
４．投稿
　　１） 「紀要・緑葉投稿執筆要領」を確認する。
　　２） 原稿は３部（正本１部、副本２部）とする。
 副本２部については、著者名、所属、謝辞などを削除し、著者が特定されにくい処理をする。
　　３） 投稿原稿には、「紀要投稿申請書」、「誓約書・著作権委譲書」、及び「共著者承諾書」を添える。
　　４） 投稿に際しては、原稿と、CD、又はフラッシュメモリーなどのメモリー媒体を提出する。原稿はA4用
紙を使用する。
　　５） 原稿提出先は、本学図書館の受付とする。
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